
第1 4回私情協大会第1 4回私情協大会
開 催 要 項

社団法人 私立大学情報教育協会

申込方法 別紙「参加申込用紙」に記入の上、F A Xまたは郵送で送付下さい。F A Xでの送付の場合は電
話で着信確認して下さい。
申込締切 ９月９日（土）

参加費振込 キャンパスや部署で一括申込みの場合

参加費振込もできるだけ一括し、振込依頼人名には大学名の他にキャンパス名もしくは部署
名を入れて下さい。

個人申込みの場合

参加費の振込依頼人名には、大学名と氏名を両方入れて下さい。
振込先　　あさひ銀行　市ヶ谷支店　

普通口座　０４３４６３５　　（社）私情協（大会参加費）
〒102-0073 千代田区九段北4-1-14  No.1山崎ビル4F TEL: 0 3 - 3 2 6 1 - 2 7 9 8

＊９月1 3日（水）までにお願いいたします。
＊９月1 6日（土）以降のキャンセルや無断欠席された場合については、参加費を返金いたしません。

また、無断欠席で参加費未払いの場合は後日請求させていただきますので、あらかじめご了承下さい。

参 加 費 9月19日（火）6,500円

20日（水）5,300円　 懇親会（別途）6,500円
21日（木）5,300円

問合わせ・送付先
社団法人 私立大学情報教育協会事務局
〒102-0073千代田区九段北4-1-14 No.1山崎ビル4F  TEL:03-3261-2798 FAX:03-3261-5473

＊開催要項はP D Fで　私情協ホームページ　h t t p : / / w w w . s h i j o k y o . o r . j p / L I N K / n e w s / t o p n e w s . h t mに掲載しています。

平成12年9月19日（火）・20日（水）・21日（木）

アルカディア市ヶ谷（東京、私学会館）
東京都千代田区九段北4 - 2 - 2 5 T E L : 0 3 - 3 2 6 1 - 9 9 2 1 J R市ヶ谷駅下車徒歩２分

私情協加盟大学・短期大学の教職員、賛助会員

日　時

会　場

参　加
対象者



6,500円 5,300円 5,300円

10:00 開会挨拶 10:00 次世代のネットワーク技術の動向

10:10 ネットワークの不正侵入問題

・大学の被害状況と対処、私情協の取り組み 　次世代のネットワーク技術の動向とトラフィック制御

私情協 ネットワーク研究委員会・不正侵入対策小委員会
10:00
Ａ－1 Ｂ－1 Ｃ－1 Ｄ－1

委員長　井上　靖氏（東海大学電子計算センター長） 10:20
Ａ－2 Ｂ－2 Ｃ－2 Ｄ－2 10:50 　暗号と電子署名

10:30 ・文部省の対応
10:40
Ａ－3 Ｂ－3 Ｃ－3 Ｄ－3

文部省大臣官房総務審議官　本間　政雄氏 11:40 　検索エンジンの高速化

11:00 ・海外における対応
11:00

ＪＰＣＥＲＴ/ＣＣ　鈴木　裕信氏 11:30 12:20 　 マルチメディア衛星通信システム　

11:30 ・日本における今後の対応
Ａ－4 Ｂ－4 Ｃ－4 Ｄ－4

郵政省通信総合研究所通信システム部　 11:50 Ａ－5 Ｂ－5 Ｃ－5 Ｄ－5
非常時通信研究室 室長　大野　浩之氏

12:00
昼　食（90分）

12:10 12:40

13:30 21世紀の教育のグローバル化
13:40 Ａ－6 Ｂ－6 Ｃ－6 Ｄ－6

早稲田大学副総長　白井 克彦氏
14:00 Ａ－7 Ｂ－7 Ｃ－7 Ｄ－7 14:00 ネット教育の技術標準化への取り組み 14:00 携帯端末による学内情報の開示
14:20
Ａ－8 Ｂ－8 Ｃ－8 Ｄ－8

先進学習基盤協議会（ALIC)　　 ・立教大学ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ　毛利　立夫氏

14:30 休　　憩 14:40 事務局　伊藤　健二氏
・大阪学院大学庶務課ﾒﾃﾞｨｱ係　　　

15:10
Ａ－9 Ｂ－9 Ｃ－9 Ｄ－9

高橋　 誠氏　

15:00 教材・素材データのデジタル化促進と権利問題
15:30
Ａ－10Ｂ－10Ｃ－10 Ｄ－10 14:40 高等学校「情報」科目の 15:00 シラバスデータベースシステムの

私情協　教材・資料等電子化促進プロジェクト会議　　
15:50
Ａ－11Ｂ－11Ｃ－11 Ｄ－11 教員養成と課程認定 構築と運用

座　長：戸高　敏之会長（同志社大学工学部教授）　　 12:10

　パネラ：市川　昌氏（江戸川大学社会学部教授）　　　 16:10 | 文部省職業教育課教科調査官 ・愛知工業大学　　　　　　　　　　
　鵜野公郎氏（慶應義塾大学総合政策学部長）　 17:30 松林　 巧氏　 報告：日本電子計算㈱　　　　　
名和小太郎氏（関西大学総合情報学部教授）　 16:30 Ａ－12Ｂ－12Ｃ－12 －

　鈴木 明徳氏　

16:50 Ａ－13Ｂ－13Ｃ－13 － ・東京理科大学理学部第一部　　　　

16:00 補助金関連説明
応用数学科助教授　森田　昌宏氏　

文部省私学助成課課長補佐　御厩　祐二氏 17:10 15:20 終了 16:00 終了

私情協活動報告

私立大学情報教育協会事務局　　　　　　 17:30

16:30 終了 19:00 17:00

昼　食（80分）

大阪大学大学院基礎工学研究科教授　宮原　秀夫氏

中央大学理工学部教授　辻井　重男氏

早稲田大学理工学部教授　村岡　洋一氏

松下電器産業(株)、私情協事務局

休　憩(20分)

休　憩(20分)

休　憩(30分)

昼　食（90分）

休　憩（30分）

  事 例 発 表　（50件)

第14回私情協大会プログラム 
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＊発表者名は紙面の都合上、発表代表者名のみ掲載しています。

＊会場は４会場で同時開催します。

Ａ：教育支援　　Ｂ：情報環境、教育方法　　Ｃ：情報基礎教育、ソフト　　Ｄ：評価

発  表  タ  イ  ト  ル 大学名 氏  名 会場

10:00 A-1 学習用コンテンツの自動生成ならびに学習者ごとの動最適化を目指したプラットフォームの試用 早稲田大学 石堂　陽子

10:20 a A-2 デジタルメディアOS BeOSを用いたマルチメディア教育環境の構築 大阪電気通信大学 早野　秀樹

10:40 A-3 Webを活用したプログラミング授業支援環境 日本工業大学 青木　　収

11:00

11:30 A-4 初級プログラミング教育の内容とWeb教材 大阪国際女子短期大学 谷口るり子

11:50 A-5 インターネットを利用した栄養士養成学科における実習料理データベース化の試み 西南女学院短期大学 井ノ口美佐子

12:10

13:40 A-6 学習者の多様なニーズに対応するマルチリンガル・マルチOS・マルチメディア語学自習環境の構築と運用 早稲田大学 伊藤 　岳

14:00 c A-7 教員にとって使いやすいﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾄﾛｰﾙ装置を目指して～早稲田大学ﾒﾃﾞｨｱﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ語学教育の試み～ 早稲田大学 鈴木陽一郎

14:20 A-8 ストリームビデオを用いた講義データベース 久留米工業大学 佐塚　秀人

14:40

15:10 A-9 大規模経済統計データベースの構築とシステムリリース 麗澤大学　 高辻　秀興

15:30 d A-10 Webコンテンツを用いた課外学習の支援システム 東京情報大学 中島　　淳

15:50 A-11 インターネットを活用した公開講座の運営 明治大学 和田　　格

16:10

16:30 A-12 多言語環境におけるWWWを機軸とした教育支援システム 立命館アジア太平洋大学 永松　利文

16:50 A-13 シラバスデータベースの効率的利用に関する研究 東洋大学 上原　　稔

10:00 B-1 学外サーバ環境の利用とその利便性について 千葉経済大学短期大学部 江上　邦博

10:20 f B-2 マイクロルータ活用による研究室内サブネットワークの構築と活用について 高千穂商科大学 中山　良一

10:40 B-3 Webを利用したキャンパス情報サービスの構築～授業科目の登録変更システムを中心に～ 南山大学 伊藤　　聡

11:00

11:30 B-4 東京電機大学グローバルサービスシステムについて 東京電機大学 飯田　公子

11:50 B-5 ネットワーク導入教育のための統合型Webアプリケーションの開発と実践 目白大学 新井　正一

12:10

13:40 B-6 携帯電話への休講情報提供・メール配信システムの開発 羽衣学園短期大学 山岡　俊章

14:00 h B-7 Webを利用した遠隔授業の試み 玉川大学 清水　英典

14:20 B-8 ネットワーク教材を利用した学生参加型の医学教育～薬理学を例に～ 愛知医科大学 安藤　裕明

14:40

15:10 B-9 コンピュータ演習室を活用した英語教育 帝京平成大学 小野　　光

15:30 i B-10 英語教育カリキュラムとCALL教室環境～文教大学国際学部の事例 文教大学 小林ひろみ

15:50 B-11 主成分分析のCAIゲーム開発と高校生への授業 青山学院大学 竹内　俊彦

16:10

16:30 B-12 ゲームの作り方・作らせ方～日本語教育における学生主導の教材作成 早稲田大学 本多久美子

16:50 B-13 「情報システム設計」教育のパラダイムシフト 産能大学 松家　秀雄

10:00 C-1 デジタルメディアを活用したゼミナール活動 山梨学院大学 今井　　久

10:20 k C-2 情報収集能力向上を踏まえたPowerPoint教育 九州東海大学 白鳥　　裕

10:40 C-3 情報リテラシー教材としての「プレゼンテーション」の導入 白鴎大学 黒澤　和人

11:00

11:30 C-4 Web教材を利用した情報リテラシー導入教育 国際基督教大学 星野　義昭

11:50 C-5 マルチメディア技術を利用した情報教育用コンテンツの研究 甲南大学 小谷　祐二

12:10

13:40 C-6 大規模一般教室の情報教育併用教室への改造後における教育システムの変化 日本大学 小林　貴之

14:00 m C-7 実践活用を目的とした授業教材の作成について 聖霊女子短期大学 石崎　利巳

14:20 C-8 情報倫理教育を中心とした新入生向けｺﾝﾋﾟｭｰﾀｾﾐﾅｰ実施の経験～早稲田大学における4年間の推移、傾向と対策～ 早稲田大学 平野　　泰

14:40

15:10 C-9 Power Poiintを使用したデータ処理結果の発表事例 帝塚山大学 竹原　卓真

15:30 n C-10 武蔵野女子大学文学部における情報処理教育 武蔵野女子大学 拓植　健司

15:50 C-11 情報教育を重視した学内環境の総合的改善 道都大学短期大学部 由水　　伸

16:10

16:30 o C-12 MS-Excelによる文字、音声、画像、映像を利用したネット配信型反復学習システム 同志社大学 川端　保至

16:50 C-13 Perlプログラムを利用した古英語入門 上智大学 石川　　彰

10:00 D-1 学内ＬＡＮによる教育効果のオンライン調査の可能性 武蔵工業大学 中村　雅子

10:20 p D-2 情報教育における充実感の確認～1991年の調査と現状より～ 日本女子大学 立花　厚子

10:40 D-3 汎用電子アンケートシステムを活用した複数大学における情報処理教育に関するアンケート調査の実施例 明海大学 疋田　春水

11:00

11:30 D-4 インターネット中毒～コンピュータネットワークへの依存～ 城西大学女子短期大学部 渡辺　　透

11:50 D-5 大学生の情報関連法規の認識とその重要性（著作権法教育を中心として） 大東文化大学 木川　　裕

12:10

13:40 D-6 学生の対インターネット意識について 東海学園台学 細谷　順二

14:00 r D-7 大学生の情報倫理意識と情報倫理のWBTについて 立正大学 山下　倫範

14:20 D-8 情報リテラシー教育の改革に関する調査 大阪国際大学 中井　哲夫

14:40

15:10 D-9 コンピュータネットワークにおける学生の個人の情報意識 大東文化大学 永田　　清

15:30 s D-10 文科系学生のメディア嗜好とコンピュータ・セキュリティ意識構造 立正大学 宮崎　智絵

15:50 D-11 学生におけるネットワーク被害の実態とその対策について 中部学院大学短期大学部 田久　浩志
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第14回私情協大会事例発表テーマ・発表者名一覧（９月20日）
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＊展示会だけの参加でも記入して下さい。

連絡代表者 大学名・社　名 氏　名 所　属　・　部　署 連絡先（大学　・　自宅　・　会社）
住　所　〒      

　　　　　　　    

TEL FAX

領収書

＊ 必要事項を記入の上、参加を希望されるセッションのアルファベット（小文字）に○をつけて下さい。（別面「大会プログラム」に明記してあります。）

参加者　 ＊ ９月20日事例発表は主に参加されるアルファベット（小文字）に○をつけて下さい。（別面「事例発表テーマ・発表者名一覧」に明記してあります。当日変更も可能です。）

氏　名　（フリガナ） 所　属・役職名 ９月19日 懇親会 ９月21日 参加費合計

6,500円 6,500円 　5,300円

a 参　加 a

b 不参加 b　・　c 円

a 参　加 a

b 不参加 b　・　c 円

a 参　加 a

b 不参加 b　・　c 円

a 参　加 a

b 不参加 b　・　c 円

a 参　加 a

b 不参加 b　・　c 円

a 参　加 a

b 不参加 b　・　c 円

a 参　加 a

b 不参加 b　・　c 円

a 参　加 a

b 不参加 b　・　c 円

a 参　加 a

b 不参加 b　・　c 円

a 参　加 a

b 不参加 b　・　c 円

合　計 円

　　k・l・m・n・o　　p・q・ｒ・s

　　a・b・c・d・e　　f・g・h・I・j

　　k・l・m・n・o　　p・q・ｒ・s

E-mail ９月20日（４会場同時開催）

　5,300円　

　　a・b・c・d・e　　f・g・h・I・j

　　k・l・m・n・o　　p・q・ｒ・s

　　a・b・c・d・e　　f・g・h・I・j

　　k・l・m・n・o　　p・q・ｒ・s

　　a・b・c・d・e　　f・g・h・I・j

　　k・l・m・n・o　　p・q・ｒ・s

　　a・b・c・d・e　　f・g・h・I・j

　　k・l・m・n・o　　p・q・ｒ・s

　　a・b・c・d・e　　f・g・h・I・j

　　k・l・m・n・o　　p・q・ｒ・s

　　a・b・c・d・e　　f・g・h・I・j

　　k・l・m・n・o　　p・q・ｒ・s

第14回私情協大会参加申込用紙

金　額：　　参加者人数分まとめて一括　・　参加者ごとに１枚ずつ記入宛　名：　　　個人名　・　大学名　・　社　名

　　a・b・c・d・e　　f・g・h・I・j

　　k・l・m・n・o　　p・q・ｒ・s

　　a・b・c・d・e　　f・g・h・I・j

　　k・l・m・n・o　　p・q・ｒ・s

　　a・b・c・d・e　　f・g・h・I・j

コピーして使用下さい


